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麗らかな春の日
大盛況の懇親会
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刺激を受けて
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支部総会及び講演会について
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会員交流会で
久しぶりの再会
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学生時代に
タイムスリップ
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支部発足 50 年の重み
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支部会の報告
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総会に向けて
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総会に向けて
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根ヶ山祥子 
（昭和 61 年／大被卒）
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城徳かをる
（昭和 41 年／短生活卒）
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藤山たか子 
（昭和 49 年／大食管卒）
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清水登美子
( 昭和 50 年 / 大国卒）
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山口圭子 
（昭和 57 年／大食管卒）
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島袋節子
（昭和41年／短大生活卒）
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細田美也子  
( 昭和 61 年／短大生活文化卒）
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松嶋みどり 
（昭和 49 年／大被卒）
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谷本淑恵
（昭和 54 年／大英卒）
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	 実践ときわ会
	 　　　　　　　　  科会長：古藤 黎子

　実践ときわ会は、桜会協

力団体の一つで、実践女子

学園中学校・高等学校をご

卒業になった方が入会でき

る科会です。勿論、中・高

卒業後、実践女子短大や大

学へ進学された方も、入会できます。

　卒業生の多くを占める中・高卒業生の皆様

のご入会を心からお待ちしております。

年間行事

■ ときわ会総会

日時・会場 /4 月 20 日（日）　実践桜会会館

総会後、三遊亭道楽師匠による落語口演会

■渡辺美佐子主演『リア』観劇会　

日時 /6 月 4 日（水）14 時　

会場 / 座・高円寺

終演後、渡辺さん主催のお茶会で歓談

■第２回初風緑さんが教える

「楽しく作ろう！　美しい体！」

日時 /10 月 10 日（金）13 時　

会場 / 実践桜会会館　参加費 500 円

■中高バザーに参加　

日時 /10 月 25 日、26 日　

会場 / 中高アリーナ

■観劇会『黄昏にロマンス－ロディオンと

リダの場合－』

渡辺美佐子、平幹二朗出演　

日時 /11 月 5 日 ( 水）14:00 開演

切符代　5,000 円

会場 / 吉祥寺シアター　

■「祝・成人の会」協賛　

日時 / 平成 27 年 1 月 12 日（月・祝）

会場 / 桃夭館・カフェテリア

■『ときわ会通信』年 2 回発行（ことう れいこ）

	 実践技芸科会　　　　　　
　　　　　　　科会長：中岡 久恵
　会員の高齢化と人数減少

により、大きな活動はできな

くなりました。25 年度の総

会・懇親会は、渋谷エクセル

ホテル東急に於いて各教室

■新年会　　　

日時 / 平成 27 年 1 月 21 日（水）正午より

会場 / ハイエットリージェンシー東京

■講演会　『和食を考える』本多京子先生

日時 / 平成 27 年 3 月 8 日（日）　13 時より

会場 / 創立 120 周年記念館

●連絡先：TEL ＆ FAX 045-571-0213　　

（くまきり　とみこ）

	 実践国文科会
	 　　　　　　　　　科会長：若松幸子

　国文科会の行事は下記の

ように開催されています。ど

うぞご参加ください。

年間行事

■総会・講演会

日時 / ４月 27 日（日）　

会場 / 実践桜会会館

記念講演会・短期大学部日本語コミュニケーション

　　　　　　　髙瀬真理子教授

『室生犀星の転換期－田端から馬込へ－』

■寄り道散歩

　総会時の記念講演をうけて、「馬込文士村

の犀星を訪ねて」

　大田区馬込の室生犀星ゆかりの地と書道家

熊谷恒子記念館（旧宅）までを「馬込文士村ガ

イドの会」の案内で散策。大森駅前の天祖神

社から出発して、犀星旧宅跡付近、万福寺

境内（犀星句碑）、晩年の旧居、萩原朔太郎、

宇野千代、尾崎士郎旧居付近、熊谷恒子記

念館、大田区郷土博物館までの約３時間の

コース

■会報誌「りんどう」の発行　７月７日

■能楽鑑賞会　９月 13 日（土）　国立能楽堂

　演目　狂言＜文荷＞茂山七五三

　　　　能　＜阿漕＞観世恭彦

　＊上記については終了しました

■学祖祭献香　10 月 8 日（水）　桜会会館内

■東京国立近代美術館工芸館見学

　　“タッチアンドトーク“に参加

日時未定（12 月～ 2 月の間）

■新年会　平成 27 年 1 月 25 日（日）

場所時間は未定

■講習会、絵手紙の会　実践桜会会館内

日時 / 第 3 水曜日　13 時～

●連絡先：045-543-3963   （わかまつ  さちこ）

の手芸作品を展示して開催致しました。

年間行事

■ バザー手作り品製作　　

日時 /6 月 26 日

主にアームカバーを裁断して縫製します。

■会報『技芸科会だより』46 号 8 月 7 日発行

■定期講習会　会場 : 実践桜会会館

　定期講習会は夫々が楽しく続けております。

中でもハーダンガー刺繍教室は参加者が多

く、鮮やかな作品で教室が華やいでいます。

　・ハーダンガー刺繍教室 毎月 第２木曜日

　・染色教室（楓会） 〃 第２火曜日

　・編物の会 〃 第３金曜日

　・日本刺繍教室（萌黄会） 〃 第 1・3 木曜日

■古切手収集  古切手を集め福祉団体に送る。

●連絡先 :TEL ＆ FAX　03-3307-6472 

（なかおか　ひさえ）

	 実践被服科会
	                           科会長：松岡久美子

　被服科会は大学、短期大

学被服系卒業生の会です。

創立 23 年、400 余名の方々

にご参加頂いています。講

習会、見学会、勉強会等を

通じて、会員の縦の繋がり

を深めています。桜会と被服科会を混同され

ている方がいらっしゃいますので、改めてお

知らせ致します。

　今年度から短期大学がなくなり、大学被服

学科も改称されている現在、当会は卒業学科

の縦糸を繋げる大切な存在となっています。

渋谷に大学の一部と短期大学部が戻ってきた

ことが、科会にも新たな風が吹き込んでくれ

そうな気が致します。この誌面をお借りして、

被服系卒業生にご入会のお誘いを致します。

ご入会は随時お受け致します。

　今年の事業活動は、既に 2 事業が終了しま

した。前回の文楽鑑賞教室が好評でしたので、

12 月に文楽本公演を鑑賞致します。

年間行事

■総会・懇親会

日時 /4 月 19 日（土）

会場 / 島根イン青山

キャンパス計画室長、生活環境学科

高田典夫教授にお話を伺いました。

	 実践英文科会
	 　　　　　　　　　科会長：山内典子

　6 月 8 日（日）第 38 回総

会が開催されました。今年

度の事業計画などが承認

され、新年度がスタート致

しました。総会後の講演会

は、英語コミュニケーショ

ン学科主任教授、武内一良先生により『現代

英語に隠された真実・社会言語学の論理思考』

と題して行われました。映像を使った講演は

大変興味深いもので、先生の講義を聴講した

いという声が多く聞かれました。

年間行事

■会報誌 :『英文科会だより2014』9 月発行

■英文科創設 90 周年記念式典・祝賀会

日時 / ９月 28 日 ( 日）

会場 / 創立 120 周年記念館 9F カフェテリア

　実践キャリアネットは、今年で 11 周年を迎えました。これまで、「仕事」をキーワードと
して、世代・学部を超えた実践ネットワークの充実をはかってまいりました。今後はさらに大
学のキャリアセンターとの連携を強め、キャリアアップのための勉強会や、在学生の就職に
向けての相談会を充実させてまいります。
　皆様一度セミナー等に参加してみませんか。お待ちしております。

●総会・講演会
日時・会場／ 6 月 21 日（土）・実践桜会会
館 1 階
講師：黒川祥子氏（ルポライター。2013
年開高健ノンフィクション賞受賞）

『母として、ルポライターとして“今”を探る』
＊講演会終了後の懇談会では、講師の黒
川祥子氏を交えて楽しいひとときを過ごし
ました。

●セミナー開催予定
（最新情報は HP をご覧下さい。http://
www.j-sakura.org）

・第 1 回
日時・会場／ 11 月 15 日（土）・実践桜会
会館
第 1 部『働く女性のための、簡単きれいな
メイク術』
第 2 部『働く女性たちのワークライフバランス』

・第 2 回　未定
日時／ 2 月 21 日（土）
会員外の方も大歓迎です。皆様のご参加
を心よりお待ちしております。

●在学生向け就職相談会
『ようこそ先輩 ようこそ後輩“働く”を話そ
う！』
日時・会場／ 10 月 18 日（土）・日野大学
校舎内　香雪記念館2F：11月15日（土）・
実践桜会会館

●卒業生のための就職相談会
日時・会場／毎月第 4 土曜日（8 月 10 月
12 月はお休みです）・実践桜会会館
＊キャリアカウンセラーがご相談に応じま
す。お気軽に桜会事務局までご予約下さ
い。

参加者 58 名

■講習会：キラキラビーズのラリエット製作

日時 /6 月 28 日（土） 　＊終了しました。

■見学会：目黒雅叙園百段階段見学とランチ

日時 /9 月 19 日（金） 　＊終了しました

■鑑賞会：人形浄瑠璃　文楽鑑賞

日時 /12 月 12 日（金）14 時開演

会場 / 国立小劇場

会費 /4,500 円  

申込締切り：11 月 5 日（木）

■会報誌発行

・歌ごろもニュース№ .18　6 月 1 日発行

・歌ごろも 23 号　12 月 1 日発行予定

■ときわ祭桜会バザー協力品製作

生革のブローチを製作、桜会に寄贈しました。

●連絡先：TEL ＆ FAX　03-3721-9378

（まつおか　くみこ）

	 実践家政科会
	 　　　　　　　　　科会長：熊切冨子　

　家政科総会に多くのご参

加・ご支援を頂き感謝してお

ります。昨年に引き続き総

会には田島学長にご出席頂

き、渋谷の新校舎の事、日

野に理系の学部を残すため

の改装予定の状況等と、更に食物に関するご

専門の話題を頂戴致しました。

　現在、家政科会としての目的を、社会のニー

ズに合わせ若い層の方達を支援する為の活動

とし、「アベノミクス」の方向に女性の力を伸

ばしたいと思っております。学生や助手の方

を招待し、会員と共に講習会・講演会を続け

て参ります。

　皆様も是非ご参加ください。お待ちしており

ます。

年間行事　平成 26 年度後半の予定

■観劇会『華々しき一族』

日時 /10 月 19 日（日） 昼の部　

会場 / 三越劇場

出演 / 若尾文子・西郷輝彦　他

■年末助け合い及び海外医療協力会に

寄附

日時 /12 月 15 日（水）

科会だより　活動報告＆今後の予定

■新年会

日時 / 平成 27 年 1 月 25 日 ( 日）

会場 / 未定

■常設勉強会

輪読会 A: 第 2・第 4 金曜日 10:30 ～ 12:30

輪読会 B: 第 1・第 3 金曜日 10:30 ～ 12:30

会場 / 実践桜会会館

★今年度は、英文科創設 90 周年の記念行事

がある為、秋の見学会は中止に致しました。

●連絡先 :TEL ＆ FAX 045-862-3744
 （やまうち　のりこ）

『リア』観劇後、渡辺美佐子さんを囲んで

実践キャリアネットからのお知らせ

2014 年度の活動報告・予定

製作風景

【入会方法】
入会申込はいつでも受け付けております。
桜会事務局へ（月～土 9:30 ～ 17:00 日曜・祝日を除く）
TEL:03-3407-7459　FAX:03-3499-0835　
＊HP からも申込ができます。http://www.j-sakura.org
[ 年会費 ]2,000 円（入会金は不要）
[ 振込先 ] みずほ銀行　渋谷中央支店 普通 1748354
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事業部

実践桜会
国際交流基金
奨学生

奨学生 4 名を決定
　平成 26 年度選考委員会を 3 月に発
足し、規定を基に奨学給付金と人数
を決めました。1名につき月額4万円、
年額 48 万円を給付し、人数は 4 名と
しました。
　理事会の承認を得て、ホームペー
ジで一般公募し、また昨年度応募者
のあった大学にも募集しました。
　今年度の応募者は 102 名（10 大学
院、10 大学、10 カ国）でした。第一
次選考委員会（書類選考）を 6 月 18 日

（水）に第二次選考委員会（面接選考）
を 6 月 29 日（日）に行い、4 名の奨学
生を決定しました。
　選考委員は各役員選出母体から推
薦された 5 名と、理事長、常任理事
5 名、計 11 名で構成されております。
　奨学生との交流会を10月11日（土）
と平成 27 年 3 月 7 日（土）の 2 回開催
いたします。
　参加ご希望の方は実践桜会にお申
し込みください。

インタビュー：山口 みなみ

—現在の研究のテーマと、ジャーナリストにな
るための取り組みについて教えてください。
　研究のテーマは「中国の映像における日本人
の軍人像の変遷」というものです。中国では抗
日ドラマを放送することで、愛国心を育む政策
が現在も続いています。
　私はこうした抗日ドラマは好きではありません
でした。なぜならあまりにステレオタイプで、同
じことが繰返し放送されているからです。その
ような私でさえも、実際に日本文化に触れるま
では、日本に対して反感をもっていたことは事実
です。今もなお多くの人が抗日ドラマを視聴しま
すが、それによって両国関係が悪化してしまうと
いうのは、ジャーナリストを志す者にとって看過
できない問題であると思っています。
　在学中の早稲田大学で「リサーチデザイン」と

—研究テーマと将来の夢について教えてくだ
さい。
　当初は芥川龍之介のアジア認識に興味があ
り、それを研究のテーマとしていました。なぜ
なら近代日本の小説家が、朝鮮や中国にたいし
てどのような視点をもっていたかという研究は、
日本ではまだ深められていないのが現状だから
です。しかし研究の過程で、より枠組みを広げ
て捉えることの重要性に思い当り、現在では「芥
川龍之介の他者認識」を研究のテーマとしていま
す。
　修了後は韓国に戻り、高校で日本語教師とし
て働く予定です。日本語に興味をもってもらうに
は、日本文学に触れることが一番だと思います。
とりわけ芥川の作品は、日本語学習の教材とし
て受け入れられやすいと思うので、自分でも芥

—研究テーマを教えてください。
　「民間保険会社の参入が中国の新型農村合作
医療を効率化させるか」というのが私の研究テー
マです。農村合作医療は耳慣れない言葉だと思
いますが、つまるところ医療保険のことです。そ
もそも従来型は保険料が高く、貧しい農民ではと
ても納めることが出来ませんでした。それに比べ
て新型の保険料は非常に安く済みます。
　現在、中国政府は効率・サービス等の点で、民
間保険会社の参入を歓迎していますが、農村部で
はなかなか難しい現状があります。
—現行制度のどんなところに問題があるので
しょうか。
　ご存じのように、中国は戸籍制度によって管理
されており、戸籍上の約 70％が農民ですが、実
際には農村部から都市部へ出稼ぎに行く人が多数

—研究対象とテーマを教えてください。
　私は台湾の輔仁大学で日本文学を学びました。
輔仁大学在学当時は、谷崎潤一郎の作品世界に
夢中になり、谷崎文学における夫婦像に関して
修士論文を執筆しました。あれほど面白く、巧み
な文章が書ける小説家はアジアのどこにもいない
と思っています。実際、『刺青』や『春琴抄』、『痴
人の愛』などを読んでいるときは、眠る時間さえ
惜しいと思ったほどでした。
  現在は東京大学大学院に在籍しており、「植民
地台湾の雑誌研究：『台湾婦人界』(1934 年～
1939 年頃 )—閉じられた言語空間での対話と交
流の可能性—」というテーマで研究に邁進してい
ます。谷崎から転換した理由としては、より包括
的に文化・風俗を俯瞰すべきだと思い至ったため
です。もちろん、文学研究において作品論的ア

王　夢渓　 オウ　ムケイ

中華人民共和国
早稲田大学　修士 1 年
政治学研究科 ジャーナリズムコース

任　地仁　 イム　ジイン

大韓民国
東京外国語大学大学院　修士 1 年
総合国際学研究科　言語文化専攻
文学・文化学研究コース

劉　鴻云　 リュウ　コウウン

中華人民共和国
早稲田大学大学院　修士 1 年
経済学研究科

王　詩芬　 オウ　シフン

台湾
東京大学大学院　修士 3 年
総合文化研究科　超域文化科学専攻
比較文学比較文化コース

いう授業を受講した際、中国人を対象にしたア
ンケートを SNS（ソーシャル・ネットワーク・サー
ビス）上で実施し、抗日ドラマが視聴者に与える
影響を調査しました。日本にいながら調査を行
うのは大変な労力を要しましたが、本国にいる
友人・知人の助けを得、非常に有用なデータを
抽出することが出来ました。それは、抗日ドラマ
の視聴本数と、日本への評価の高低には、極め
て密接な関係があることを立体的に示すもので
した。
　このようにマスメディアが大衆に与える影響は
頗る大きく、日中をはじめ、他国との関係に必
要以上の緊張を生じさせてしまう恐れが常にあ
ります。
　今後この研究成果が日中関係を見直す一つの
契機となることを願っています。

川の作品を用いた教材を作ってみたいと思って
います。これは直近の目標の一つですが、私に
はさらに日本文学の翻訳者になるという大きな
夢があります。
—翻訳者を目指す最初のきっかけとは？
　新羅大学では日本語教育学科に在籍していま
した。もちろん、日本文学を読むのも好きでし
たが、どちらかというと日本語教育に興味があ
りました。
　翻訳者を目指すきっかけと言えば、日本の小
説を友人に紹介したときのことが思い出されま
す。「面白そう、早く韓国語で読んでみたい」と
作品に興味をもってくれたことは、私にとっても
嬉しく、胸躍るものでした。
自分が読んで面白いと思った作品、まだ訳され
ていない作品を紹介したいという夢は、就職後

を占めています。しかし農村戸籍の者には、都市
の保険は適応されません。つまり出稼ぎ先で健康
を害した場合、高額な医療費が足かせとなって治
療を受けられないのです。これは戸籍制度そのも
のの問題でもあります。
　また保険適用の農村で医療を受けたとしても、
医療費の還付を受けるにはその都度書類を提出し
なければならず、手間が非常にかかります。加え
て満足に教育を受けていない農民は、その手続き
すら困難なのです。
　中国は国土が大きいため、医療保険等も地方
政府がそれぞれ運営していますが、地域によって
かなり格差があります。都市部は民間保険会社に
委託できますが、農村部は税収も少ないため委託
できません。
　民間保険会社に委託することで、手続き等が効

プローチは有用です。しかし、台湾と日本の文
化的関係を考える以上、特定の小説家・作品だけ
に照準を合わせても、得られるところは多くあり
ません。このような理由で、雑誌『台湾婦人界』
を題材に選びました。
—『台湾婦人界』は非常に貴重な資料のようで
すが、どのような雑誌であるのか教えてください。
 『台湾婦人界』はおよそ五十七号まで発行されま
したが、 現存するのはそのうち九号分で、いずれ
も台湾に残されています。単純に希少価値があ
るともいえますが、それよりも『台湾婦人界』が果
たした文化的役割そのものに、意味や価値があ
ると考えています。残念なことに、『台湾婦人界』
はほとんど認知されておらず、その重要性に目を
向けている研究者が少ないというのが現状です。

「婦人」とはいえ中身は家庭向けの情報以外に、

—日本に触れたきっかけは？ 
　大学 2 年生のときに縁あって日本語を勉強し
はじめ、言語文化に触れるうちに日本に対する
興味が湧いてきました。その後 3 年生の夏休み
に交換留学で宮崎県を訪れたことが、私にとっ
て一番大きな転機でした。あの美しい風土や
人々の温かさは、東京にいる今も忘れることが
出来ません。やはり実際に自分の目で見、体感
したときの喜びは胸に刻まれています。
—今後の目標を教えてください。
　私のように、実際に日本を訪れる人の多くは
こうした思いを抱くはずです。しかし、訪れる機
会のない人はメディアを通して触れるほかありま
せん。周知のとおり、中国で報道される日本は
マイナスな面が強調されています。一方日本で
報道される中国もまた、同様にマイナス面をク

も募る一方でした。週末はソウルの日本文学翻
訳アカデミーに通い、翻訳技術や韓国語の文法
構造、および文書作成の特訓を受けました。こ
れまで母語についてあまり意識したことはありま
せんでしたが、翻訳をする上で母語に関する基
礎知識は欠かせません。さらに韓国人の作家が
どのような作品を書いているのかを知ることも
重要と気づき、韓国の小説も読むようになりま
した。
　そんな中、「日本文学を翻訳するのであれば、
日本で日本文学を学ぶべきだ」と恩師に言われ、
2 年間務めた会社を辞め、日本に留学しました。
留学してからというもの、出版社のアルバイトで
韓国語訳の校閲をしたり、有意義で刺激的な毎
日を過ごしています。自分の夢を応援してくれる
人たちに支えられ、今があると思っています。

率化されるか否かは、すぐには判断できない問題
です。しかしこの研究が形になれば、効率化への
端緒を開くことが可能だと考えます。
—留学を志すきっかけとなった具体的体験を教
えてください。
　医師であった父の元には、お金の代わりに作物
を携えた農民が訪れていました。父はこうした農
村の状況を変えるべく、農村医療を扱う公務員に
なりました。貧しい農民のために医療費を少しで
も多く還元したいという父の姿は、私に大きな影
響を与えたと思います。
　就職してからというもの、私自身も中国社会の
格差を実感していました。都市の中の農村部で一
人暮らしを始めたのですが、そこで見た光景は忘
れられません。2009 年頃のことですが、宅地開
発のために住民を追い出し、富裕層向けの住宅に

政治・経済・思想・文芸とバラエティに富んだ総合
雑誌でした。現在の雑誌とは違って、ターゲット
を絞り込むのではなく、あらゆる読者を想定して
いることが看取されます。もちろん、読者層は台
湾在住の日本人や、台湾の知識階級であること
は紛れもない事実であるとは思いますが……。し
かし創刊当時の『台湾婦人界』は、台湾と日本を
平等にあつかう姿勢を取っていました。創刊者は
柿沼文明という日本人ですが、彼の努力という
のか、真剣な眼差しを垣間見ることが出来るので
す。
　1930 年代の当時、日本と台湾が帝国と植民
地という力関係であったことは言うまでもありま
せん。そのような状況において、台湾の文化向
上に尽力した日本人がいたということには驚きを
禁じ得ません。また、日本人と行動を共にしてい

ローズアップしていると考えています。何かと言
うと民主主義がないことに結びつける傾向があ
ると思いますが、それはある一面にしか過ぎな
いのです。
私が来日して日本の素晴らしさを知ったように、
来日・来中経験のない両国の人々にも、両国に
多様な面があることを知ってもらいたいと考え
ています。そのためには、情報発信者が個人と
しての理性をもち、曇りのない目で物事を捉え
ることが大切になってくると思います。そしてそ
れをできるだけ正確に伝えて行くことが、国際
ジャーナリストを目指す私の使命であると思って
います。

—目標としている人は？
　実は韓国での日本文学の受容はかなり進んで
いて、その人気は韓国文学を凌ぐほどです。小
説家の作風は言うまでもありませんが、やはり
翻訳者自身の感性も大きく係っているのではな
いでしょうか。
　金 蘭周（キム ナンジュ）さんという日本文学の
翻訳者に憧れています。村上春樹、江國香織な
ど人気作家の翻訳を手掛けている方です。それ
ぞれの作品から滲む独特な雰囲気、微妙なニュ
アンスを、美しい韓国語で訳す力量は群を抜い
ています。私も研鑽を積み、いつか金さんのよ
うになりたいと思っています。

作り変えていったのです。補助金が出るとはいえ、
バブルで地価は上がるばかりです。追い出された
人達は、新たに住む場所など確保出来ません。
　なぜこんなにも格差があるのか。せめて医療保
険は平等にあるべきではないのか。そんな現状に
一石を投ずるべく、わずかな貯えを持って日本に
留学したのです。
—帰国後の目標は？
　私一人は微力ですが、同じように目標を持って
いる人達が結集すれば、必ず現状を変えられるは
ずです。皆保険は私の目標でもあり、中国国民
の念願でもあります。
　修了後は公務員か保険会社に就職を考えてい
ます。公務員の腐敗は厳然たる事実ですが、内
側から変えられることを信じています。そして農村
部の人のために力を尽くしたいと思っています。

ることで同胞から責められる可能性がありながら
も、台湾の悪弊を暴こうとした台湾人投稿者達
の存在も同様です。日本人と台湾人が同じ目標
を持って道を進んで行ったということに、心を揺
さぶられるような思いがします。
—今後の展望を教えてください。
　どうしても視野が狭くなりがちな作品論に対し
て、一冊の雑誌から文化・社会が見えてくるとい
うのが雑誌研究の面白さであり醍醐味だと思い
ます。ましてこのような背景を持っている雑誌で
あればなおさらです。『台湾婦人界』が果たした
役割をさらに解きほぐして、日本と台湾の友好の
一助になればと思います。
　私自身の目標としては、研究をさらに発展させ
て博士号を取得し、台湾の大学で教職に就きた
いと考えています。
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　このたび渋谷キャンパスの開設を記念し、国文学科
で所蔵する梶井基次郎の自筆原稿ほかを一般公開する
とともに、国文学科企画による大学・短期大学部公開
市民講座（いずれも無料）を開催いたします。
　公開講座第一回は 10 月 11 日（土）14 時～ 16 時、
棚田輝嘉（本学教授）・河野龍也（本学准教授）を講師と
する「幻の「檸檬」草稿（瀬山の話）」で、展示のギャラリ
ー・トークを含みます。
　第二回は、10 月 18 日（土）14 時～ 16 時、直木賞
作家＝出久根達郎さんをお迎えして、演題「作家の値
段」でご講演いただきます。
　出久根達郎さんは、皆さんよくご存じの小説家・エッ
セイスト。古書店勤務ののち独立、杉並区で古書店芳
雅堂を営み、1993（平 5）年「佃島ふたり書房」で直木
賞受賞。書物・古書・作家、そして人生の機微に触れる、
ディープで、面白く、目の覚めるような、心打つ沢山の
エッセイがあります。ご期待ください。
　特別展示は、長らく行方が知られずにありましたが、
縁あって 2011 年に国文学科にもたらされた、梶井基
次郎の名作「檸檬」完成間近の下書き稿を含む自筆原稿

「「檸檬」草稿（いわゆる「瀬山の話」）」を中心に、芥川
龍之介自筆資料、谷崎潤一郎自装「老後の春」原稿帖
を展示します。
  「「檸檬」草稿（いわゆる「瀬山の話」）」は、梶井の友人
淀野隆三の手によって、梶井の没後に未完の中編小説
として、仮題「瀬山の話」を付して発表されたものです。
その後、何度かの全集編纂に際しても、習作の一つと
して収録されてきましたが、原稿の実情は示されること
なく、淀野の死後、原稿自体の行方も不明となりました。
いま、幸いにしてその全貌を目にすることができる機会

を得て、これを目の当たりすると、表現者の作品表現
に向かう、激しくも、粘り強い、もろもろの表現行為の
全貌に立ち会うことができる思いです。
  「「檸檬」を含む草稿群」の本文研究と翻刻は、近々、

「檸檬」を巻頭に掲げた梶井生前唯一の短編集『檸檬』
を刊行した由緒ある武蔵野書院より、棚田・河野の研
究の成果に基づいて公刊される予定になっているので
すが、実際「檸檬」は、本「「檸檬」を含む草稿群」の中
核部分に＜原形＞があるわけです。いや、その言い方
では十分でないかもしれません。別に残されている「密
やかな楽しみ」なる詩作品草稿の存在なども視野に入
れなければなりませんから、早い時期からあった「一顆
の檸檬」に纏わる原イメージを小説的に熟成させつつ、

「「檸檬を含む草稿群」の全体として何段階かに渉って
構築しようと試みながら、ついに果たし得ぬままに中断
し、改めて、「檸檬」の＜原形＞的部分と見なされるよ
うになるところから独立させ、それを短編作品として磨
き上げた、とでもいうべきなのでしょう。
　それゆえ、「「檸檬」を含む草稿群」には、様々な夾雑
物が混在し、構造も未整理というほかなく、従来の全
集が「習作」と分類したことは頷けないわけではありませ
ん。けれども、ここには「檸檬」では切り離され、取り上
げるわけにはいかなかった可能性が残されていると認
めることができるのです。晩年にまで続く、昭和期の作
家梶井基次郎の歩みの芽生えもまたこの中に潜められ
ている、そういっていいと思います。
　作品生成の秘密は、作家誕生の秘密でもあります。
このような草稿・原稿はその現場に私たちを立たせてく
れる、かけがえのない手がかりです。お誘いあわせて、
お出かけ下さい。                          （くりはら　あつし）

特別寄稿
実践女子大学国文学科創立100年   国文学科企画・公開市民講座

「マス目のなかの物語」および
特別展「よみがえる身体性の記憶」
開催のご案内 栗原  敦

「檸檬」草稿（瀬山の話）：実践女子大学蔵

実践女子大学文学部国文学科教授
実践女子大学文芸資料研究所所長

　「宥
ゆ う ざ

坐の器
き

」というものをご存知でしょうか。奇妙な性
質をもった器

うつわ

で、中がカラのときは傾き、水を入れる
と真直ぐになり、水が一杯になるとひっくりかえります。
中国の古典『荀

じゅんし

子』という書物に、「虚
きょ

なれば則
すなわ

ち欹
かたむ

き、
中
ちゅう

なれば則
すなわ

ち正
ただ

しく、満
み

つれば則
すなわ

ち覆
くつが

える」（宥坐篇）
と出てきます。ある日、孔子が魯

ろ

の国の君主であった
桓
かんこう

公の位牌を祭る廟
びょう

を訪れたとき、この器が飾られて
いました。孔子が弟子に水を注がせると、あら不思議、
傾いていた器が真直ぐになり、満ちるとひっくりかえっ
たのです。
　これは、ある戒

いまし

めを込めた器です。何事でも無理に欲
張ってはいけない、ほどほどがよろしいということで、こ
れを「中

ちゅうよう

庸」または「足
た

るを知る」の教えと申します。「宥
坐」の「宥」は「右」と同義で、「宥坐」は「座右」にほかなり
ません。身近に置いて戒めにする器のことなのです。

　この器は中国でもめったに見られなくなってしまいま
したが、これを日本で復元した方がいます。館林市在
住の「現代の名工」、針生清司さんです。針生さんは 13
年もの間、試行錯誤を繰り返し、平成 4 年ついに製作
に成功されました。その後、孔子の故郷である山東省
曲
きょくふ

阜市の孔子研究院をはじめ、湯島聖堂、足利学校、
長崎孔子廟などに寄贈され、大好評を博しております。
私が今年（平成 26 年）6 月 29 日に、足利学校アカデ
ミーにて、「論語の編者はだれか」と題して講演を行っ
たとき、針生さんご夫妻は最前列で聴講され、「今日の
記念に」と贈って下さいました。
　大学や生涯学習センターで披露したところ、みなさん
とても興味を持って実演してくれました。研究室に置い
てありますので、ご希望があればいつでもご覧に入れ
ます。　　　　　　　　　　　 （かげやま　てるくに）

特別寄稿 宥
ゆ う ざ

坐の器
き

影山 輝國

実 際に体 験する聴 講 者
（生涯学習センターにて）

「宥坐の器」を学生に説明する影山輝國先生

『行状図解 孔子御一代
実記 全』（針生氏蔵）

実践女子大学文学部国文学科教授
実践女子大学生涯学習センター長
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学祖祭  10 月 8 日（火）

＊護国寺墓参、香雪記念館祭壇参拝。
＊実践桜会会館に祭壇を設置し、実香会による献香の儀を
挙行。
　その後参拝をし、下田歌子先生の偉業に対し思いを新た
にいたします。

総務部
●地区懇談会の報告
平成 26 年 9 月 13 日（土）
　会場：ホテルメトロポリタン高崎
　内容：1 文化講演会
　  講師・岡野弘彦（歌人・H25年度文化功労者顕彰）
　  演題・『折口信夫と源氏物語』
     2 学園関係者、実践桜会及び群馬県支部会による
  懇談会
     3 実践女子大学・短期大学部後援会、実践桜会と
  の懇親会

文化部
●実践桜会バザー開催
日時 :10 月 25 日（土）・26 日（日）9:30 ～ 15:30
会場 : 中高体育館内ギャラリーアリーナ
全国各支部の特産品、雑貨、科会・会員の皆様の手作り品
など沢山のご寄贈品が並びます。各種お弁当の販売もして
おります。皆様お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。
☆ご寄贈品の提供のお願い
受付 :10 月 20 日（月）まで
・鮮度を要する食品は 10 月 23 日（木）
・未使用の在庫品や手作り品など 1 個からでも大歓迎です。
・記念品販売（オリジナルクリアファイル、お茶他）

●初春歌舞伎観劇会
日時 :2015 年 1 月 11 日（日）
場所 : 国立劇場
演目 : 通し狂言「南総里見八犬伝」五幕九場
出演 : 尾上菊五郎、松緑、菊之助、中村時蔵他
・チケット代 1 万円（含お弁当、解説イヤホーン付）
お問い合わせ・お申し込みは、実践桜会文化部へ
TEL　03-3407-7459
FAX　03-3499-0835

平成 26 年度創立 120 周年記念 1 期整備計画完成記念
第 16 回「オール実践ホームカミングデー」開
催について
　平成 26 年度第 16 回目のホームカミングデーは、「創立
120 周年記念館」（渋谷キャンパス）に於いて、卒業生が一
同に会する創立 120 周年記念 1 期整備計画完成記念『オー
ル実践ホームカミングデー』（大学・短大・高校卒業生対象）
として開催いたします。ぜひご参加ください。
開 催 日：平成 26 年 10 月 26 日（日）中高ときわ祭開催中
会場・時間： 「創立 120 周年記念館」

〈第 1 部〉13:00~14:30   ホームカミングデー音楽祭：１F ア
トリウム　
企画構成：土手多喜子
出演者：クロイツァー凉子、谷口艶子、岡田佳子、福元美帆、
三浦　香、武者弘子、樋口智美、小笠原裕子、古川三恵、
後藤眞理子
主な演奏曲目：『胡桃割り人形』より「花のワルツ」
オペラ『ファウスト』より「宝石の歌」
オペラ『ラクメ』より「花の二重唱」
オペラ『トゥーランドット』より「誰も寝てはならぬ」

「愛の挨拶」、ディズニーメロディー
※曲目は、変更することがございます。

〈第 2 部〉15:00~16:30   懇親会：9 階カフェテリア
●お問い合わせ先： 実践女子学園総合企画部 ホームカミン
グデー担当　TEL042-585-8804
※詳細は実践女子学園ホームページをご覧ください。

香雪記念資料館からのお知らせ
展覧会名：実践女子学園香雪記念資料館　
渋谷キャンパス移転特別展
第 14 回　学祖・下田歌子展　
下田歌子のあゆみと芸術へのまなざし
広重の風景

〈一部〉— 広重画に学ぶ —
〈二部〉— 望月義也コレクション　
木曾街道六拾九次・名所江戸百景 —( 仮 )
会　期：一部　2014 年 10 月 6 日（月）～ 10 月 26 日（日）
　　　  二部　2014 年 11 月 3 日（月）～ 12 月 19 日（金）
休館日：土日祝および 10/27（月）～ 11/2（日）（展示替え
のため）ただし、10/11（土）・10/18（土）・10/19（日）・
10/26（日）・11/3（月）・11/24（月）は開館　　
開館時間：11：00 ～ 17：00
会　場：実践女子学園香雪記念資料館　企画展示室
●文学部国文学科
特別展　よみがえる身体性の記憶　
－梶井基次郎「檸檬」草稿（瀬山の話）など－
会期：10 月 6 日 ( 月 ) ～ 26 日（日）（12 日 25 日のみ休館）

財務部
●会費納入のお願い
一般社団法人教育文化振興実践桜会の運営・活動は皆様の
会費によって支えられています。会費未納のかたは、振込
用紙にてゆうちょ銀行および実践桜会本部窓口でご納入願
います。また、下記の銀行口座をつかい、銀行振り込みも
ご利用ください。
　　　みずほ銀行　渋谷中央支店（１６２）
　　　口座　番号　普通　１１８９７９５
　　　一般社団法人教育文化振興実践桜会
なお、振込用紙がない場合は、実践桜会会館までご連絡く
ださい。TEL：03-3407-7459　FAX：03-3499-0835
＊いずれの場合も会員番号のご記入をお願い致します。

会場：渋谷キャンパス１F　香雪記念資料館展示室１
開館時間：11：00 ～ 17：00

実践女子大学公開市民講座
〈渋谷キャンパス〉
●文学部国文学科
—マス目のなかの物語—　　会場：渋谷キャンパス

（第 1 回）『幻の「檸檬」草稿（瀬山の話）出現！』
日時：10 月 11 日（土）14：00 ～ 16：30（13：30 開場）
講師：棚田 輝嘉教授、河野 龍也准教授　

（第2回）『直木賞作家・出久根達郎さん講演会「作家の値段」』
日時：10 月 18 日（土）14：00 ～ 16：00（13：30 開場）
講師：直木賞作家・出久根 達郎氏、司会・進行　栗原　敦教授
※事前申込不要・入場無料

●文学部英文学科
—女子教育の過去と未来をつなぐ—
会場：渋谷キャンパス
日時：10 月 24 日（金）16：30 ～ 18：00（16：00 受付開始）
講師：志渡岡 理恵准教授『大学はユートピア？－イギリスの
女子大生小説から教育の可能性を探る』
講師：佐々木 真理准教授『教育への扉を開くために－アメリ
カにおける女子教育の理念と軌跡』
講師：村上 まどか教授『言語と女性－ことばを変えれば社会
も変わる』※ 事前申込不要、入場無料

〈日野キャンパス〉
●生活科学部
—現代の生活デザイン—　　
会場：日野キャンパス

（第 2 回）日時：10 月 25 日（土）13：00 ～ 15：00 
テーマ：もてなし料理と酒器のデザイン
講師：【食生活科学科】　秋田 修教授、大久保 洋子元教授

（第 3 回）日時：11 月 9 日（日）13：00 ～ 15：00　（11/8.9
学園祭開催期間）
テーマ：好みの多様性—　建築、ファッション
講師：【生活環境学科】　川上　梅教授、大川知子准教授、
槙　究教授

（第 4 回）日時：12 月 13 日（土）13：00 ～ 15：00
テーマ：暮らしをデザインする生活心理
講師：【生活文化学科】教員
※事前申込不要、入場無料

本部
だより

学園
だより

 サークル名	 活動曜日	 主な内容

 アトリエ染花	 第 1 日曜日	 工芸・飾り花

 編み物の会	 第 3 金曜日	 工芸・編み物

 実践桜会囲碁教室	 第 2・4 月曜日	 囲碁

 英文科輪読会Ａ	 第 2・4 金曜日	 英文学

 英文科輪読会Ｂ	 第 1・3 金曜日	 英文学

 実践絵手紙の会	 第 3 日曜日	 絵手紙

 かえで（楓）会	 第 2 火曜日	 染色

 桂泉会	 月 2 回土曜日	 華道古流

 香友会	 不定期	 香道

 古典を読む会	 第 2・4 月曜日	 日本文学

 桜書道教室	 第 1・3 土曜日	 芸術・書道

 “下田歌子先生の		  “研究会：下田先生を
   著作を読む会”	 第 4 日曜日	   広く知る”

 山川園松筝曲教室	 月 2 回土曜日	 山田流筝曲

 童の会	 第 1 日曜日	 文学・児童の研究と創作

 十八の会	 第 4 月曜日	 懇親会

 ハーダンガーの会	 第 2 木曜日	 工芸・ハーダンガー刺繍

 ビーズの会	 不定期	 工芸・ビーズ

 北欧刺繍に親しむ	 不定期	 北欧刺繍

 マンドリンクラブ OG 会	 不定期	 音楽・マンドリン

 実香会	 第 3 土曜日	 香道

 萌黄会	 第 1 月曜日・第 4 木曜日	 日本刺繍

 日本ギャスケル協会	 第 1 又は第 3 日曜日（不定期）	ギャスケルの研究

 日本バーナード・ショー協会	 不定期	 バーナード・ショーの研究

 ばらの会	 不定期	 手作りの会

 北欧クロスステッチ	 不定期	 北欧刺繍

 JJF 総会	 月 1 回	 “実践女子学園に在籍中の
		   子女を持つ父親の会”

実践桜会会館利用サークルのご案内

2014.09 現在／お問合わせは会館事務局へ
ホーページに掲載する投稿記事や写真をお寄せ下さい。

広報部メールアドレス：jissen-sakura-koho@dance.ocn.ne.jp
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【総務部】
1）5 月 19 日定時総会、12 月 7 日臨時総会、理事会 14 回、
常任理事打合せ会 10 回　委員会（2 回）
2）9 月 7 日　大学・短期大学後援会／実践桜会共催
公開市民講座、地区支部との懇談会開催　於：仙台
3）10 月 8 日　学祖祭：護国寺墓参及び中高校舎香雪記念
館内祭壇参拝
実践桜会会館祭壇設置参拝、実香会による献香の儀を挙行
4）入学、卒業祝記念品贈呈（大学院・大学・短大・高校・中学）
5）その他学園等の懇親行事に参加（祝・成人の会）
6）11 月 9・10 日　大学・短大「常磐祭」に参加
7）支部・系列科会主催の講演会に参加
8）支部・系列科会への助成事業
9）コンピューターによる会員名簿の管理
10）事務局運営（事務員の人事及び管理）
11）実践桜会会館・日野分室の点検、整備、営繕

【事業部】
１）学園助成金贈呈（５月 19 日）
２）実践桜会奨学基金：学園高校生１名に給付
３）実践桜会国際交流基金：留学生４名に給付（奨学生交流
会を 10 月と３月に実施）
４）社会活動助成金支給：学園関係２団体、９支部、５科会
５）大学・短大「常磐祭」へ桜会賞を贈呈
６）結婚相談（第２、第４土曜日）
７）法律相談（第２水曜日）
８）生涯活動学習支援
９）貸室業務
10）実践桜会所蔵図書の貸出しと整備・購入

【文化部】
1） 親睦バスツアー（6 月 14 日）
2） 実践桜会バザー開催　於：実践女子学園中高ときわ祭

（10 月 26. 27 日）
3） 初春歌舞伎観劇会　於：国立劇場（平成 26 年 1 月 12 日）
4） 母校記念品販売取扱

【広報部】
1）｢ 那与竹 ｣ 第 76 号発行（４月１日）
2）｢ なよたけ情報版 ｣N0.19 発行（10 月１日）
3）実践桜会公式ホームページの管理・運営

【キャリアネット】
1）運営委員会　毎月 1 回　開催
2）総会と講演会　（6 月 16 日）「人生の宝石（ビジョン）を
見つける～人生のあらゆる問題に毅然と立ち向かう自信と
は～」　
講師　山川和子氏　㈱モンテリビエ代表
3）セミナー開催
・11 月 16 日（土）実践桜会会館　「仕事・子育て・・・両立が
くれた感動」
講師：実践女子学園中学校高等学校校長　嶋野恵子氏
・2 月 15 日（土） 東京国立近代美術館工芸館「世界に誇る日
本の伝統の美・技・心に学ぶ」　
講師：東京国立近代美術館研究員　今井陽子氏
4） 在校生就職支援相談会開催（10 月 19 日）　「ようこそ先
輩、ようこそ後輩　“働くを話そう！」
5） 卒業生のための就職・転職相談会開催（毎月第 4 土曜日）

平成 25 年度事業報告 財務部報告

	 月	 件数	 人数
	 ４	 29	 345
	 ５	 27	 300
	 ６	 36	 378
	 ７ 	 25	 198
	 ８	 13	 104
	 ９	 32	 307
	 10	 30	 237
	 11	 34	 340
	 12	 16	 130
	 1	 22	 168
	 2	 24	 167
	 3	 35	 327

平成 25 年度会館利用状況
（平成 26 年 3 月 31 日現在）

合計  323 件   3,001 名

貸借対照表
平成 26 年 3 月 31 日現在

正味財産増減計算書
平成 25 年４月１日から平成 26 年３月 31 日まで

平成 26 年度予算書（正味財産増減計算書）
平成 26 年４月１日から平成 27 年３月 31 日まで

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

（単位：円）
　科         目	 当年度	 前年度	 増減
Ⅰ資産の部			 
 １	 流動資産			 
	 　現　　金	 281,082	 496,411	 △ 215,329
	 　普通預金	 14,987,084	 17,649,995	 △ 2,662,911
	 流動資産合計	 15,268,166	 18,146,406	 △ 2,878,240
 ２ 固定資産			 
	 （１）基本財産			 
	   預金その他			 
	 　  定 期 預 金	 27,966,601	 27,966,601	 0
	 　  基本財産合計	 27,966,601	 27,966,601	 0
	 （２）特定資産			 
	 　  実践桜会奨学特定資産	 11,950,000	 12,250,000	 △ 300,000
	 　  国際交流特定資産	 56,280,000	 58,200,000	 △ 1,920,000
	 　  退職給付引当資産	 904,568	 904,568	 0
	 特定資産合計	 69,134,568	 71,354,568	 △ 2,220,000
	 （３）その他の固定資産			 
	   定 期 預 金 等	 53,180,000	 52,480,000	 700,000
	   減価償却資産			 
	 　  建　　 物	 67,084,128	 68,486,583	 △ 1,402,455
	      建物附属設備	 25,891,808	 27,921,152	 △ 2,029,344
	      什器備品等	 1	 1	 0
	 その他固定資産合計	 146,155,937	 148,887,736	 △ 2,731,799
	 固定資産合計	 243,257,106	 248,208,905	 △ 4,951,799
	 資産合計	 258,525,272	 266,355,311	 △ 7,830,039

　科     目	 当年度	 前年度	 増減額
Ⅰ 一般正味財産増減の部
	 １. 経常増減の部
	 　（１）経常収益
	 　　　基本財産運用益	 12,789	 18,585	 △ 5,796
	 　　　　基本財産受取利息	 12,789	 18,585	 △ 5,796
	 　　　特定資産運用益	 32,126	 48,314	 △ 16,188
	 　　　　特定資産受取利息	 32,126	 48,314	 △ 16,188
	 　　　受取入会金	 13,210,000	 12,990,000	 220,000
	 　　　　受取入会金	 13,210,000	 12,990,000	 220,000
	 　　　受取会費	 12,662,000	 13,586,000	 △ 924,000
	 　　　　年会費	 12,486,000	 13,394,000	 △ 908,000
	 　　　　キャリアネット年会費	 176,000	 192,000	 △ 16,000
	 　　　事業収益	 5,362,070	 5,846,241	 △ 484,171
	 　　　　生涯教育活動収益	 164,500	 156,850	 7,650
	 　　　　貸室収入	 1,211,340	 1,222,125	 △ 10,785
	 　　　　社会活動収益	 869,000	 1,014,100	 △ 145,100
	 　　　　バザー収益	 1,679,120	 1,710,366	 △ 31,246
	 　　　　母校記念品販売収益	 48,110	 133,800	 △ 85,690
	 　　　　会合負担金収益	 1,390,000	 1,609,000	 △ 219,000
	 　　　受取寄付金	 3,417,630	 4,281,921	 △ 864,291
	 　　　　受取寄付金	 1,197,630	 1,581,921	 △ 384,291
	 　　　　受取寄付金振替額	 2,220,000	 2,700,000	 △ 480,000
	 　　　雑収益	 621,595	 763,446	 △ 141,851
	 　　　　受取利息	 31,295	 46,848	 △ 15,553
	 　　　　雑収益	 590,300	 716,598	 △ 126,298
	 　　　経常収益計	 35,318,210	 37,534,507	 △ 2,216,297
	 　（２）経常費用			   0
	 　　　事業費	 27,195,193	 33,471,714	 △ 6,276,521
	 　　　　母校助成金	 4,583,410	 4,314,160	 269,250
	 　　　　常磐祭助成金	 60,000	 90,000	 △ 30,000
	 　　　　奨学給付金	 300,000	 900,000	 △ 600,000
	 　　　　国際交流給付金	 1,920,000	 1,800,000	 120,000
	 　　　　国際交流事業雑費	 23,638	 12,072	 11,566
	 　　　　図書費	 96,540	 97,668	 △ 1,128
	 　　　　社会活動助成金	 1,660,019	 1,859,439	 △ 199,420
	 　　　　バザー仕入	 869,289	 873,372	 △ 4,083
	 　　　　母校記念品仕入	 30,722	 105,025	 △ 74,303
	 　　　　広報費	 4,727,393	 8,609,361	 △ 3,881,968
	 　　　　給料手当	 3,051,173	 3,296,886	 △ 245,713
	 　　　　通勤費	 379,455	 351,736	 27,719
	 　　　　旅費交通費	 234,190	 531,295	 △ 297,105
	 　　　　福利厚生費	 52,065	 96,068	 △ 44,003
	 　　　　報酬委託手数料	 1,196,532	 1,490,123	 △ 293,591
	 　　　　事務用品費	 98,510	 370,818	 △ 272,308
	 　　　　賃借料	 939,865	 755,664	 184,201
	 　　　　通信費	 222,112	 313,318	 △ 91,206
	 　　　　会館管理費	 1,358,918	 1,112,897	 246,021
	 　　　　水道光熱費	 1,361,963	 1,168,690	 193,273
	 　　　　租税公課	 718,288	 1,928,368	 △ 1,210,080
	 　　　　減価償却費	 3,002,824	 3,048,351	 △ 45,527
	 　　　　雑費	 308,287	 346,403	 △ 38,116
	 　　　管理費	 11,664,889	 10,717,694	 947,195
	 　　　　給料手当	 1,017,056	 1,098,962	 △ 81,906
	 　　　　通勤費	 126,485	 117,244	 9,241
	 　　　　旅費交通費	 2,485,140	 2,464,170	 20,970
	 　　　　福利厚生費	 17,355	 30,521	 △ 13,166
	 　　　　報酬委託手数料	 1,230,000	 700,950	 529,050
	 　　　　事務用品費	 557,065	 539,964	 17,101
	 　　　　賃借料	 939,862	 755,657	 184,205
	 　　　　通信費	 585,332	 453,242	 132,090
	 　　　　会館管理費	 239,794	 200,156	 39,638
	 　　　　水道光熱費	 194,565	 166,951	 27,614
	 　　　　会館雑費	 170,144	 57,520	 112,624
	 　　　　租税公課	 172,612	 360,436	 △ 187,824
	 　　　　交際費	 204,895	 144,709	 60,186
	 　　　　総会費	 3,295,609	 3,191,734	 103,875
	 　　　　減価償却費	 428,975	 435,478	 △ 6,503
	 　　　経常費用計	 38,860,082	 44,189,408	 △ 5,329,326
	 　　当期経常増減額	 △ 3,541,872	 △ 6,654,901	 3,113,029
	 ２. 経常外増減の部			   0
	 　（１）経常外収益			   0
	 　経常外収益計	 0	 0	 0
	 　（２）経常外費用			   0
	 　　　固定資産除却損	 0	 28,158	 △ 28,158
	 　経常外費用計	 0	 28,158	 △ 28,158
	 　当期経常外増減額	 0	 △ 28,158	 28,158
	 　当期一般正味財産増減額	 △ 3,541,872	 △ 6,683,059	 3,141,187
	 　一般正味財産期首残高	 108,664,590	 115,347,649	 △ 6,683,059
	 　一般正味財産期末残高	 105,122,718	 108,664,590	 △ 3,541,872
Ⅱ 指定正味財産増減の部			   0
	 　基本財産運用益	 12,789	 18,585	 △ 5,796
	 　　基本財産受取利息	 12,789	 18,585	 △ 5,796
	 　特定資産運用益	 32,126	 48,314	 △ 16,188
	 　　特定資産受取利息	 32,126	 48,314	 △ 16,188
	 　一般正味財産への振替額	 △ 2,264,915	 △ 2,766,899	 501,984
	 　当期指定正味財産増減額	 △ 2,220,000	 △ 2,700,000	 480,000
	 　指定正味財産期首残高	 98,416,601	 101,116,601	 △ 2,700,000
	 　指定正味財産期末残高	 96,196,601	 98,416,601	 △ 2,220,000
Ⅲ 正味財産期末残高	 201,319,319	 207,081,191	 △ 5,761,872

　科     目	 予算額	 前年度補正予算額	 増減
Ⅰ 一般正味財産増減の部
	 １. 経常増減の部
	 　（１）経常収益
	 　　　基本財産運用収益	 28,000	 28,000	 0
	 　　　　基本財産受取利息収益	 28,000	 28,000	 0
	 　　　特定資産運用収益	 72,000	 72,000	 0
	 　　　　特定資産受取利息収益	 72,000	 72,000	 0
	 　　　受取入会金	 13,000,000	 13,000,000	 0
	 　　　　受取入会金	 13,000,000	 13,000,000	 0
	 　　　受取会費	 12,650,000	 12,650,000	 0
	 　　　　年会費	 12,500,000	 12,500,000	 0
	 　　　　キャリアネット年会費	 150,000	 150,000	 0
	 　　　事業収益	 6,500,000	 6,700,000	 △ 200,000
	 　　　　生涯教育活動収益	 100,000	 100,000	 0
	 　　　　貸室収益	 1,200,000	 1,200,000	 0
	 　　　　社会活動収益	 1,300,000	 1,500,000	 △ 200,000
	 　　　　バザー収益	 2,000,000	 2,000,000	 0
	 　　　　母校記念品販売収益	 200,000	 200,000	 0
	 　　　　会合負担金収益	 1,700,000	 1,700,000	 0
	 　　　受取寄付金	 4,100,000	 3,800,000	 300,000
	 　　　　受取寄付金	 1,500,000	 1,500,000	 0
	 　　　　受取寄付金振替額	 2,600,000	 2,300,000	 300,000
	 　　　雑収益	 600,000	 600,000	 0
	 　　　　受取利息収益	 150,000	 150,000	 0
	 　　　　雑収益	 450,000	 450,000	 0
	 　　　経常収益計	 36,950,000	 36,850,000	 100,000
	 　（２）経常費用
	 　　　事業費	 30,650,000	 30,915,000	 △ 265,000
	 　　　　母校助成金	 4,200,000	 4,700,000	 △ 500,000
	 　　　　常磐祭助成金　	 210,000	 210,000	 0
	 　　　　奨学給付金　	 600,000	 300,000	 300,000
	 　　　　国際交流給付金　	 1,920,000	 1,920,000	 0
	 　　　　国際交流事業雑費	 50,000	 50,000	 0
	 　　　　図書費	 100,000	 100,000	 0
	 　　　　社会活動助成金　	 2,400,000	 2,490,000	 △ 90,000
	 　　　　バザー仕入　	 1,000,000	 1,000,000	 0
	 　　　　母校記念品仕入　	 100,000	 100,000	 0
	 　　　　広報費　	 4,500,000	 4,500,000	 0
	 　　　　給料手当　	 4,000,000	 4,000,000	 0
	 　　　　通勤費　	 400,000	 375,000	 25,000
	 　　　　旅費交通費　	 650,000	 650,000	 0
	 　　　　福利厚生費　	 100,000	 100,000	 0
	 　　　　報酬委託手数料　	 1,100,000	 1,100,000	 0
	 　　　　事務用品費　	 250,000	 250,000	 0
	 　　　　賃借料　	 950,000	 950,000	 0
	 　　　　通信費　	 300,000	 300,000	 0
	 　　　　会館管理費　	 1,100,000	 1,100,000	 0
	 　　　　水道光熱費　	 1,200,000	 1,200,000	 0
	 　　　　会館営繕費　	 350,000	 350,000	 0
	 　　　　租税公課　	 1,700,000	 1,700,000	 0
	 　　　　減価償却費	 3,070,000	 3,070,000	 0
	 　　　　雑費	 400,000	 400,000	 0
	 　　　管理費　	 12,655,000	 13,055,000	 △ 400,000
	 　　　　給料手当　	 1,450,000	 1,450,000	 0
	 　　　　通勤費　	 125,000	 125,000	 0
	 　　　　旅費交通費　	 2,700,000	 2,600,000	 100,000
	 　　　　福利厚生費　	 50,000	 50,000	 0
	 　　　　報酬委託手数料　	 1,050,000	 1,250,000	 △ 200,000
	 　　　　事務用品費　	 500,000	 500,000	 0
	 　　　　賃借料　	 950,000	 950,000	 0
	 　　　　通信費　	 550,000	 550,000	 0
	 　　　　会館管理費　	 200,000	 200,000	 0
	 　　　　水道光熱費　	 150,000	 150,000	 0
	 　　　　会館営繕費　	 50,000	 50,000	 0
	 　　　　会館雑費　	 90,000	 90,000	 0
	 　　　　租税公課	 250,000	 250,000	 0
	 　　　　雑費	 100,000	 100,000	 0
	 　　　　交際費	 300,000	 300,000	 0
	 　　　　減価償却費	 440,000	 440,000	 0
	 　　　　総会費　	 3,700,000	 4,000,000	 △ 300,000
	 　　　経常費用計	 43,305,000	 43,970,000	 △ 665,000
	 　　当期経常増減額	 △ 6,355,000	 △ 7,120,000	 765,000
	 ２. 経常外増減の部
	 　（１）経常外収益
	 　　　経常外収益計	 0	 0	 0
	 　（２）経常外費用
	 　　　経常外費用計	 0	 0	 0
	 　　　当期経常外増減額	 0	 0	 0
	 　　　当期一般正味財産増減額	 △ 6,355,000	 △ 7,120,000	 765,000

　科         目	 当年度	 前年度	 増減
Ⅱ負債の部			 
 １	 流動負債			 
	 　未 払 費 用　	 0	 2,111,893	 △ 2,111,893
	 　前　受　金　	 3,084,000	 3,756,000	 △ 672,000
	 　預　り　金	 37,385	 21,659	 15,726
	 流動負債合計	 3,121,385	 5,889,552	 △ 2,768,167
 ２	 固定負債			 
	 　入会予納金	 53,180,000	 52,480,000	 700,000
	 　退職給付引当金	 904,568	 904,568	 0
	 固定負債合計	 54,084,568	 53,384,568	 700,000
	 負債合計	 57,205,953	 59,274,120	 △ 2,068,167

Ⅲ正味財産の部			 
 １	 指定正味財産			 
	 　寄　付  金	 96,196,601	 98,416,601	 △ 2,220,000
	 指定正味財産合計	 96,196,601	 98,416,601	 △ 2,220,000
	 （うち基本財産への充当額）	 （27,966,601）	 （27,966,601）	 0
	 （うち特定資産への充当額）	 （68,230,000）	 （70,450,000）	 △ 2,220,000
 ２	 一般正味財産	 105,122,718	 108,664,590	 △ 3,541,872
	 （うち基本財産への充当額）	 （0）	 （0）	 0
	 （うち特定資産への充当額）	 （0）	 （0）	 0
	 正味財産合計	 201,319,319	 207,081,191	 △ 5,761,872
	 負債及び正味財産合計	 258,525,272	 266,355,311	 △ 7,830,039

秋田先生の法律相談
桜会会員の皆さまを対象に、弁護士として豊富な経
験と実績をもつ秋田瑞枝氏（同窓生）による法律相談
です。毎月 1 回、実践桜会会館で行いますので、身
の回りの諸事お困りごとをお気軽にご相談ください。
秘密厳守をお約束します。

［相談室］
1. 月 1 回、第 2 水曜日 11 時～ 16 時
2. 相談時間 1 回 30 分
3. 休室 祝日・8 月

［会場］実践桜会会館（渋谷）
［申込方法］
1. 事前に電話で予約してください（先着順）
2. 関係資料などは相談時にご持参ください

プロフィール●昭和 40 年実践女子学園高等学校を卒業後、慶応
義塾大学法学部法律学科に進学。在学中に司法試験第 2 次試験
に合格、昭和 54 年港総合法律事務所（東京港区）開設、平成 9 年
ひのき総合法律事務所開設
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♥結婚相談室♥
相談日 : 原則として毎月第 2、第 4 土曜日
　　　   10:30 ～ 16:00
  （10 月第 4 土曜日は相談日が変更になる場合があります。）
休室 :8 月第 2 土曜日、12 月第 4 土曜日
会場 : 実践桜会会館
入会資格 : 本校卒業生及び卒業生のご紹介の心身共に健康
な男女
入会金 :2 万円、書類代 1 千円
入会時に持参するもの : 入会ご希望の本人自筆の履歴書

写真 5 枚（本人のみ、スナップ可）
☆秘密厳守で評判の良い相談室です。
☆詳細は相談日にお問い合わせください。
連絡先 :TEL 03-3407-7459（実践桜会会館）

ハーダンガー刺繍教室
　ハーダンガー刺繍は布目を対象として糸を渡す、また抜
いてカットが基本となりますので、糊気のない平織の布を
使用します。布の種類は色々ありますが、なかでもコーク、
コングレス、リネン等がよく使われているようです。
　初めての人は基礎的な小物
から始めますが、次回からは
新しいステッチを入れた作品
ができております。それぞれ
がマイペースでやっています
が、お互いの作品を見せ合うなどとても和やかな雰囲気に
包まれています。
講習日 : 毎月第 2 木曜日　11 時～ 15 時
会　費 :1 回　1,500 円
材　料 : 針、糸その他材料は教室で準備します。
連絡作：TEL　3307-6472　中岡久恵

実践桜会囲碁教室 
　渋谷の教室を離れ、４
月に湯河原、８月に実践
女子学園仙石原実習所に
合宿し、対局しました。
いつもより多く打てるの
で一泊二日の合宿でも
大きな収穫があります。
勝っても、負けても同窓
生同士なので笑いの絶えない仲間です。
また、今回はじめて「実践女子大学囲碁愛好会」のメンバー
との交流会を持ちました。卒業生の皆様、このような楽し
い囲碁教室に参加してみませんか。アマ６段の柳川先生が、
親切に指導してくださいます。（S.M）
教室開催予定日
10/6, 10/20,/11/10,11/17,12/8,12/22
2015 年　1/19,1/26,2/9,2/23,3/9,3/23 13:00~16:00
会　費：一回　1,000 円
教　室：実践桜会会館
講　師：柳川正興（アマ６段）
連絡先：TEL03-3407-7459（実践桜会会館）

実践桜会会館・貸室のご案内
　明るい新会館をクラス会、サークル活動、各種打ち合わ
せ等にお気軽にご利用ください。詳細は実践桜会事務局

（TEL03-3407-7459）へお問い合わせください。

告　知　板

会費納入のお願い　 
実践桜会は皆さまの会費で運営されています。年会費 2,000 円の納入をよろしくお願いします。

【寄附者ご芳名】（敬称略）
S32 年卒短大生活科 C クラス一同、相馬房子、浅川祥子、山口
光子、岡村和江、中岡久恵、佐野滋、松島京子、佐藤くみ、浦上
淳子、福村和子、石渡澄子、増田陽和子、羽山治、伊藤眞理子、
羽山尚、羽山明、西向みち子、鍜島康子
　　　　　　　　　　 ＊ご寄付は随時、受け付けております。
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［編集後記］
●地域交流の時代といわれて久しい。全国に根を張る下田精神は120年の重さの
中で、つねにカタチを変えて、新しいものを生みだす原動力になってきました。同
窓の皆様が実践の誇りです。下田先生をキーワードに地域交流を推進していきます。
ご期待ください。（ST）
●第二次安倍改造内閣で5人の女性閣僚が誕生。日本の社会・経済における女性
の活躍に期待!!　40数年も家庭生活にどっぷり浸かっていた私も啓蟄（？）のごとく、
５月より実践桜会の活動に参加。社会の風に当たり刺激を受けて居ります。（CM）
●「輝く人」の編集を通して、年齢や職業は異なるものの、皆さん無駄なものをそぎ
落とした生き方をなさっていることを知りました。「自分にとって大切ものは何か」を
考え、必要なもの以外を切り捨てて「潔く」生きていきたいと痛感しています。（MA）
●広報部に配属されて以来、毎日が物凄い早さで過ぎて行きます。呑気な私も、三
倍速にならざるを得ません。慣れないことばかりで不安でしたが、皆様のお蔭でな
んとか発行にこぎ着けました。これからも宜しくお付き合いください。（MY）

一般社団法人日本オオカミ協会 アトリエ染花

「実践女子大学囲碁愛好会」との交流会（8/25）
教室風景
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平成26年
4/12（土）	 春季委員会 （於：実践桜会会館）
5/18（日）	 定時総会・懇親会
	 （於：セルリアンタワー東急ホテル）
6/21（土）	 実践キャリアネット総会
9/13（日）	 公開市民講座、地区懇談会 開
	 催 (大学・短期大学部後援会 /
	 実践桜会共催　於：高崎)	
10/初旬	 「なよたけ情報版」No.20　発行
10/8（水）	 学祖祭 （於：実践桜会会館）、
	 献香　護国寺墓参
10/11（土）	 秋季運営委員会 （於：渋谷）
	 実践桜会国際交流基金奨学生
	 交流会（於：実践桜会会館）
10/18（土）19（日）	 「常磐祭」（渋谷キャンパス）
10/18（土）	 実践キャリアネット在学生支援
	 （日野）
10/25（土）・26（日）	実践桜会バザー開催（中高ときわ祭）
	 オール実践ホームカミングデー
11/8（土）・9（日）	 大学・短期大学部「常磐祭」参加
11/15（土）	 実践キャリアネット第１回セミナー
	

平成27年	
1/11（土）	 初春歌舞伎観劇会 
	 （於：国立劇場）
1/12（月）	 祝成人の会
2/21（土）	 実践キャリアネット第2回セミナー
3/7（土）	 実践桜会国際交流基金奨学生
	 交流会（於：実践桜会会館）
4/初旬	 「那与竹」 第78号発行
5/17（日）	 定時総会・懇親会
	 （於：セルリアンタワー東急ホテル）

実践桜会行事日程

『日本の女性』下田歌子著より
（大正 2 年 1 月 1 日発行）


